
　「
げ
ん
き

館
お
お
ぶ

ち
」
で
３
月

18
日
㈰
、「
第

２
回
ラ
ン
ニ

ン
グ
バ
イ
ク

げ
ん
き
館
お

お
ぶ
ち
カ
ッ
プ
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
会
は
３
歳
、
４
歳
、
５

～
６
歳
と
３
つ
の
ク
ラ
ス
で
行
わ

れ
、
市
内
外
か
ら
計
１
４
０
人
が

出
場
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

保
護
者
の
声
援
を
受
け
て
笑
顔

あ
り
、
涙
あ
り
の
子
ど
も
た
ち
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク
（
ペ
ダ
ル
な

し
二
輪
車
）
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い

に
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
バ
イ
ク
で

駆
け
抜
け
た
よ

ぽか
ぽかと
春祭り

　
３
月
末
か
ら
４
月
上
旬
に

か
け
て
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で

春
を
満
喫
す
る
祭
り
が
あ
り

ま
し
た
。
上
陽
町
で
は
桜
と

石
橋
ま
つ
り
が
あ
り
ま
し
た
。

３
月
31
日
㈯
と
４
月
１
日
㈰

に
イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
和
太
鼓
、
染
矢
敦

子
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
に
で
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
矢
部
春
ま
つ
り
も
３
月
31

日
・
４
月
１
日
に
、
矢
部
地

区
観
光
物
産
交
流
施
設
「
杣

の
さ
と
」
の
２
周
年
記
念
祭

と
同
時
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ダ
ム
周
辺
の
桜
も
満
開
と
な

り
、
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
中
、
大

勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
全
国
大

会
に
出
場
す
る
田
中
慶
一
郎
さ
ん

（
筑
南
小
5
年
）
が
3
月
23
日

㈮
市
役
所
を
訪
問
し
、
三
田
村

市
長
に
出
場
報
告
を
し
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
は
長
野
県
軽
井
沢
町

で
行
わ
れ
る
第
13
回
風
越
カ
ッ

プ
全
日
本
少
年
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

大
会
小
学
生
の
部
に
九
州
・
沖

縄
選
抜
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出

場
し
ま
す
。「
一
緒
に
練
習
し
て

き
た
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
分
ま
で
頑

張
り
た
い
」
と
大
会
に
向
け
て
の

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
小
学
生

の
部
で
全
国
大
会
出
場
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本
年
度
は
、
第
４
次
八
女
市
総

合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
と
八
女

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
中
間
年
に
当
た
る
こ
と

か
ら
、
目
標
と
し
て
掲
げ
た
指
標

の
進
捗
状
況
を
し
っ
か
り
と
検
証

し
な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
成
果

を
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
示
し
で
き

る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
基
幹
産
業
の
農
林
業
に
つ
い
て

は
、
担
い
手
や
若
者
が
将
来
に
希

望
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
稼
げ
る
農
林
業
の
実
現
に
向

け
て
、
生
産
性
を
高
め
、
付
加
価

値
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新

た
な
就
農
者
へ
の
支
援
の
強
化
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
八
女
伝
統
本
玉
露
を
は

じ
め
と
す
る
八
女
の
農
産
物
や
伝

統
工
芸
品
と
い
っ
た
地
域
産
品
な

ど
を
活
用
し
た
、
域
外
か
ら
の
稼

ぐ
力
の
強
化
を
目
指
し
、
地
域
一

体
と
な
っ
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
新

た
な
販
路
開
拓
な
ど
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
、
前
古
賀
地
区
へ
の
工

業
団
地
化
を
進
め
、
安
定
し
た
雇

用
の
創
出
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
対

し
て
、
家
庭
の
経
済
状
況
に
関
わ

ら
ず
、
し
っ
か
り
と
生
き
抜
く
力

を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
た
め
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
子
育
て
世

代
が
子
ど
も
を
安
全
で
安
心
な
環

境
の
中
で
育
て
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
保
育
料
の
軽
減
措
置
や
子

ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
充
な
ど
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
疾

病
・
介
護
予
防
や
健
康
増
進
に
関

心
を
持
つ
取
り
組
み
を
支
援
す
る

こ
と
に
よ
り
健
康
寿
命
を
伸
ば
し
、

生
涯
現
役
で
過
ご
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
を
し
て
い
き
ま
す
。

　　　
人
口
減
少
社
会
で
あ
っ
て
も
地

域
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
地
域
特
有
の
資
源
を
活
用

す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
基
盤
整

備
も
重
要
で
す
。
平
成
24
年
の
九

州
北
部
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
事
業
を
最
優
先
と
し
、
こ
れ

ま
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
地
域
の
課
題
、
特
に
、
安
全
で

安
心
し
て
利
用
で
き
る
生
活
道
路

等
の
整
備
を
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
支

え
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
主

的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
防
災
士
の
育
成
や
高
齢
者

運
転
免
許
証
自
主
返
納
へ
の
支
援

等
も
行
い
ま
す
。
八
女
東
部
地
域

に
お
い
て
は
、
交
流
人
口
の
増
加

な
ど
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

の
推
進
を
図
っ
て
お
り
、
今
後
も
、

各
地
域
に
お
い
て
、
地
域
資
源
・

地
域
特
性
を
活
か
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　　　
現
在
の
本
庁
舎
の
抱
え
る
様
々

な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
新
庁

舎
建
設
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策

定
に
着
手
し
ま
す
。
市
役
所
庁
舎

は
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
施

設
で
あ
る
と
同
時
に
、
災
害
発
生

時
に
は
防
災
拠
点
と
し
て
、
市
民

の
安
全
を
守
る
重
要
な
役
割
を
担

う
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
50

年
先
を
見
据
え
、
さ
ら
な
る
本
市

の
発
展
の
た
め
の
礎
と
な
る
新
庁

舎
の
建
設
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
で
、
今
後
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
財
政

状
況
の
中
、
多
様
化
す
る
行
政
課

題
に
的
確
に
対
応
し
、
持
続
的
・

安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
た
め
、
効
率
的
・
効
果

的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
公
共
施
設
等
に
つ

い
て
は
、
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿

命
化
等
、
最
適
な
配
置
と
適
切
な

管
理
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　　
行
政
組
織
に
つ
い
て
は
、
様
々

な
取
り
組
み
を
効
果
的
に
推
進
す

る
た
め
に
、
新
た
な
組
織
機
構
の

構
築
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
本
市

の
将
来
を
見
通
す
と
、
や
は
り
人

口
減
少
と
少
子
高
齢
化
は
避
け
て

は
通
れ
な
い
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
こ
の
課
題
に

対
処
し
、
今
こ
こ
で
人
口
減
少
の

克
服
、
そ
し
て
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
道
筋
を
つ
け
、
地
盤
を

し
っ
か
り
と
固
め
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
そ
の
礎
を
築
く
こ
と
が
私

の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ま
が
将

来
に
夢
と
希
望
を
持
っ
て
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
よ
う
、
そ
し
て
、
そ
の

希
望
が
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち

の
未
来
に
届
く
よ
う
全
力
を
注
い

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
30
年
度　

施
政
方
針

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
等
の
課
題

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む

ま
ち
づ
く
り
の
施
策

し
ご
と
づ
く
り
の
施
策

ひ
と
づ
く
り
の
施
策

新
庁
舎
建
設

地
域
活
性
化
に
道
筋
を

３
月
定
例
議
会
で
行
わ
れ
た
三
田
村

市
長
の
施
政
方
針
演
説
の
内
容
で
す
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平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
予
算

総
額
は
３
５
５
億
８
０
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
29

年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
を
合
わ
せ

る
と
３
６
７
億
円
を
超
え
る
予
算

規
模
と
な
り
ま
し
た
。
国
民
健
康

保
険
事
業
費
な
ど
の
特
別
会
計
の

予
算
総
額
は
１
９
０
億
４
４
０
6

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
水
道
事
業

会
計
予
算
総
額
は
９
億
６
６
０
３

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

八
女
市
で
は
市
の
財
政
状
況
を

年
２
回
、
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
平
成
30
年
度
予
算
の
内
容
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
広
報
紙

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て

簡
素
化
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、

「
財
政
事
情
」
は
、
財
政
課
や
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
財
政
課

（
☎
２
３
・
１
３
４
６
）

特別会計名 歳入歳出予算額

国民健康保険事業費 84億7,240万円
簡易水道事業費 2億2,147万円
住宅新築資金等貸付事業費 205万円
下水道事業 13億8,440万円
介護保険事業費 77億5,032万円
後期高齢者医療 10億4,758万円
農業集落排水事業 8,924万円
矢部診療所 6,511万円
黒木町串毛財産区 331万円
黒木町木屋財産区 818万円
水道事業 9億6,603万円

▼平成30年度特別会計予算

平成30年度
一般会計予算は355億8000万円

自主財源
31.2％

依存財源
68.8％

市税
66億86万円

（18.5％）

繰入金　
28億6,502万円

（8.1％）

16億1,858万円
（4.6％）

その他

地方交付税
120億9,618万円

（34.0％）

国県支出金
73億8,027万円

（20.8％）

31億5,119万円
（8.9％）

市債

そ
の
他

18億6,790万円（5.1％）

355億8000万円の内訳歳 出

民生費
124億374万円

（34.9％）

総務費
40億
7,931万円

（11.5％）

土木費
44 億
8,359 万円

（12.6％）

35億5,107万円
    （10.0％）

農林水産業費

28億3,627万円
（8.0％）

28億1,345万円
（7.9%）

衛生費

教育費

26億6,150万円
（7.5％）

消
防
費

12億9,580万円
（3.6％）

商
工
費

10億1,354万円（2.8％） その他 4億4,173万円（1.2％）

公債費

歳出を性質別にみると…

扶 助 費
普通建設事業費

人 件 費

補 助 費 等

物 件 費

繰 出 金
公 債 費

そ の 他

69億2,542万円（19.5％）
50億8,017万円（14.3％）
50億2,552万円（14.1％）
49億3,411万円（13.9％）
49億1,825万円（13.8％）

40億8,333万円（11.5％）
35億5,145万円（10.0％）

10億6,175万円（2.9％）

八女市の財政状況をお知らせします

355億8000万円の内訳歳 入
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◉ 快適で安全・安心な暮らしを支える基盤づくりと
    都市機能の充実
◦乗合タクシー運行事業 7,658万円
◦道路・河川改良事業 18億9,720万円
⃝防災対策事業 3,297万円
◦防災士育成事業 ※ 1 305万円
⃝消防関係施設設備等整備事業 6,206万円

◉ 人と自然にやさしく、暮らしやすい生活空間づくり
⃝空き家バンク事業 ※ 2　 1,840万円
⃝若年世帯家賃等支援補助事業　 4,857万円
⃝マイホーム取得支援事業　 4,631万円
⃝移住・定住支援センター事業　 687万円
⃝浄化槽設置整備事業  1億1,691万円
⃝高齢者運転免許証自主返納支援事業  ※ 3 550万円
◉ 地場産業・観光の振興と地域資源を生かした
    新産業創出、雇用の確保
⃝新規就農促進支援事業 ※ 4 1億156万円
⃝八女材普及促進住宅資材助成事業 3,900万円
⃝新規創業者および新事業展開補助事業 1,050万円
⃝伝統工芸等継承者育成事業 316万円
⃝伝統工芸品情報発信事業 ※ 5 1,265万円
◉ 少子・高齢社会に対応し、自分らしく、安心して
　 暮らせるまちづくり
⃝八女市健康ポイント事業 ※6 2,358万円
⃝各種がん検診委託事業 7,744万円
⃝介護予防事業 ２億9,081万円
⃝子ども医療対策事業 ※7 1億8,884万円
⃝やめっこ夢祝金支給事業　 3,228万円
⃝やめUIターン子ども応援手当支給事業 660万円
⃝路線バス通学定期補助事業　 1,072万円
⃝子どもの学習支援事業 ※8 225万円

◉ 生きる力の育成と豊かな心を育てるまちづくり
⃝学力向上推進事業 9,742万円
⃝入学祝金事業　 4,183万円
⃝八女市奨学金　 1,181万円
⃝八女東部スポーツ公園施設整備事業  ※９ 5,062万円

◉ 市民とともに歩み、市民とともに進めるまちづくり
⃝まちづくり協議会等の育成・支援 2,866万円
⃝庁舎建設事業  ※ 10 2,285万円
⃝都市交流事業 863万円

次世代を担う農業者となることを志向する
経営開始直後の新規就農者に対して、農業
に必要な初期経費等の資金を交付すること
により、農政新時代に必要な人材力の強化
を図ります。

高齢運転者の交通事故が増加傾向にあるな
か、タクシー利用券を交付することにより、
運転免許証の自主返納を促進し、高齢運転
者による交通事故の防止を図ります。

空き家の有効活用による地域活性のため、
空き家バンクに登録された空き家の改修費
用や家財撤去費用に対する補助を行い、空
き家バンク事業の推進を図ります。また、
これまで空き家バンクの利用対象は個人だ
けでしたが、制度の拡充を図り企業も対象
とします。そのための計画策定および受け
入れ体制の整備を行います。

「自助」「共助」「協働」を原則として、かつ「公
助」との連携充実に努めて、社会の様々な
場で減災と社会の防災力向上のために活動
する防災士の資格取得に必要な研修講座を
開催し、地域防災力の向上を図ります。

防災士育成事業1

空き家バンク事業2

新規就農促進支援事業4

3 高齢者運転免許証自主返納支
援事業

Ｐｉｃｋ Uｐ！
今年度の主な事業

地域防災力の向上を図る

新規就農者への支援を行う
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子どもの学習や居場所づくりへの支援を行い
ます。

八女市健康ポイント事業6

子どもの学習支援事業8

7子ども医療対策事業

Ｐｉｃｋ Uｐ！

平成30年10月診療分より、中学生の通院に
係る医療費助成を拡充します。乳幼児の入
院・通院に係る医療費および小・中学生の
入院に係る医療費の全額助成ならびに小・
中学生（中学生については平成30年10月か
ら）の通院に係る医療費を助成（一部自己
負担あり）します。

一般会計市債・基金残高の推移
（単位：億円）

注：平成28年度までは決算、平成29・30年度は見込み

400

300

200

100

0
25年度  26年度  27年度  28年度  29年度  30年度

市債残高

基金残高

300 290 281 273 277 275

186
218 218 219 203

181

健康づくり・介護予防事業

平成30年6月に、ニューヨーク市にあるデザ
イン大学の学生が市内で研修を行い、市内に
存在する伝統工芸の技術や技法を学び、新
しいデザインを研究したうえで、各職人とコ
ラボレーションして新商品の開発を行う事業
に対して支援を行います。また、伝統工芸品
の情報発信を外国語に対応させ、インバウン
ド誘致に取り組みます。

伝統工芸品情報発信事業5

八女東部スポーツ公園（グリーンフィール
ド八女）への大規模サッカー大会およびサッ
カー合宿等の誘致を推進するため、屋根付
観客席・屋外放送設備・駐車場の整備を行
います。

八女東部スポーツ公園施設整備
事業9

新庁舎建設にあたり、市民サービスと事務効
率の向上等のため、ニーズ把握や現状分析
を行い、建設計画の基本事項を取りまとめた
基本計画を策定します。

庁舎建設事業10

40歳以上の市民を対象に、特定健診および
特定保健指導ならびにがん検診などへの積
極的な受診を促し、運動・健康づくり・介
護予防などの教室や講座に親しみ、健康へ
の関心を高めるため、健康ポイント事業を
実施します。市民へ特定健診および特定保
健指導に対する動機付けを行うことで、医
療費の抑制または健康寿命の延伸につなげ
ます。

庁舎建設の基本計画を策定
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最
近
の
傾
向
と
し
て
、
医
薬
品

の
誤
飲
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ボ
タ
ン
電
池
は
小
型

の
電
子
機
器
や
お
も
ち
ゃ
に
使
用

さ
れ
て
い
る
製
品
が
多
数
出
回
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
新
た
に
販

売
さ
れ
て
い
る
洗
濯
用
パ
ッ
ク
型

の
液
体
洗
剤
の
誤
飲
事
故
も
増
え

て
い
ま
す
。

▽
口
に
入
り
そ
う
な
も
の
は
手
の

届
く
と
こ
ろ
に
置
か
な
い

▽
タ
バ
コ
や
灰
皿
を
置
き
っ
ぱ
な

し
に
し
な
い

▽
お
菓
子
の
缶
や
ジ
ュ
ー
ス
の
缶

を
灰
皿
に
し
な
い

▽
薬
や
化
粧
品
は
手
の
届
か
な
い

所
に
保
管
す
る
（
薬
を
飲
ん
だ
後

は
、
す
ぐ
に
片
付
け
る
）

▽
安
全
な
お
も
ち
ゃ
を
選
ぶ
（
誤

飲
し
な
い
大
き
さ
の
も
の
を
選
ぶ
。

電
池
の
蓋
や
部
品
が
簡
単
に
外
れ

た
り
、
開
け
ら
れ
た
り
し
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
も
の
）

▽
た
だ
ち
に
救
急
車
を
呼
ん
だ
方

が
よ
い
場
合

　
意
識
が
な
い
、
け
い
れ
ん
を
お

こ
し
て
い
る
な
ど
、
す
で
に
重
い

症
状
が
あ
る
と
き
。

▽
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
た

方
が
よ
い
場
合

　
何
を
飲
ん
だ
か
わ
か
ら
な
い
と

き
、
飲
み
込
ん
だ
と
た
ん
に
咳
が

始
ま
っ
た
、
医
薬
品
・
洗
浄
剤
・

殺
虫
剤
・
灯
油
な
ど
を
飲
ん
だ
、

け
い
れ
ん
を
起
こ
し
て
い
る
、
意

識
が
な
い
、
顔
色
が
悪
い
、
呼
吸

の
状
態
が
お
か
し
い
、
吐
き
気
が

あ
る
と
き

　
化
学
物
質
（
た
ば
こ
・
家
庭
用

品
な
ど
）、
医
薬
品
、
動
植
物
の
毒

な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る
中
毒
に
つ

い
て
情
報
提
供
・
相
談
が
行
わ
れ

ま
す
。

※
異
物
誤
飲
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

ビ
ー
玉
）、
食
中
毒
、
慢
性
の
中
毒

（
ア
ル
コ
ー
ル
・
シ
ン
ナ
ー
）、
医
薬

品
の
常
用
量
で
の
副
作
用
に
つ
い

て
の
相
談
に
は
応
じ
て
い
ま
せ
ん
。

（
公
財
）
日
本
中
毒
情
報
セ
ン
タ
ー

（
中
毒
１
１
０
番
）

◆
大
阪
中
毒
１
１
０
番
（
３
６
５

日
24
時
間
対
応
）

☎
０
７
２・７
２
７・２
４
９
９

◆
つ
く
ば
中
毒
１
１
０
番

（
３
６
５
日
　

9
～
21
時
）

☎
０
２
９・８
５
２・９
９
９
９

◆
た
ば
こ
誤
飲
事
故
専
用
電
話

（
３
６
５
日
　
24
時
間
対
応
）

☎
０
７
２・７
２
６・９
９
２
２

※
テ
ー
プ
に
よ
る
情
報
提
供

5月の健康だより健康推進課（☎ 23・1352）

♥ 子どもの誤飲を防ごう！

子どもの誤飲事故は生後６か月頃から急増し、３・４歳頃までよくみられます。
子どもは、手にしたものを何でも口に運ぶ、興味のあるものを手に取るなどの特
徴があります。これはお子さんが順調に成長している証なのですが、誤飲の危
険性は増すことになりますので、大人が十分注意してあげましょう。

健 康 コ ラ ム

　
今
ま
で
運
動
習
慣
が
な
い
方
を
対

象
に
、
運
動
の
基
礎
か
ら
学
べ
る
教

室
を
行
い
ま
す
。

「
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
て

い
る
け
ど
、
運
動
の
仕
方
が
分
か
ら

な
い
方
や
、
将
来
の
か
ら
だ
の
た
め

に
何
か
は
じ
め
た
い
方
な
ど
、
楽
し

み
な
が
ら
運
動
習
慣
を
つ
け
て
健
康

な
か
ら
だ
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

◦
対
象
者
＝
40
歳
～

40
歳
～
69
歳
の
方
で
、
今
ま
で
に
運

動
教
室
や
介
護
予
防
教
室
等
に
参

加
し
た
こ
と
が
な
い
方
。

◦
日
程
＝
5
～
9
月
　（
第
２・４
水

曜
日
）　
全
10
回

◦
時
間
＝
13
時
30
分
～
15
時
（
受
付

13
時
～
）	

◦
定
員
＝
20
人

◦
会
場
＝
ふ
じ
の
里
（
黒
木
）

◦
内
容
＝
自
宅
で
で
き
る
運
動
、
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
、
筋
肉
を
つ
け
る
運
動
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
し
た
運
動

方
法
な
ど

※
参
加
に
は
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。

◦
申
込
締
切
＝
4
月
26
日
㈭

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進

課
保
健
指
導
係
　

（
☎
２
３・１
３
５
２
）

「
Ｅ
か
ら
だ
運
動
教
室
」

参
加
者
募
集
！

【
ど
う
や
っ
て
予
防
す
る
？
】

【
誤
飲
し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、

ど
う
す
る
？
】

【
応
急
処
置
が
わ
か
ら
な
い
場

合
の
相
談
窓
口
】

３歳児の最大口腔 ３歳児の口から
のどの奥までの

長さ
51㎜

39㎜

※これらの２つの円形に入る
ものは、飲み込んだり窒息し
たりする危険があります！

子どもの誤飲の原因第 1 位は「たばこ」です！

子どもの誤飲を防ごう！
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　保健師や看護師が、血圧測定・
尿検査・体脂肪測定をします。健
康に関するいろいろな相談に応じ
ます。健康手帳をお持ちの人はご
持参ください。
※電話相談も行っています。
◦5月2日㈬ 10時～11時／上陽支所
◦5月7日㈪ 9時30分～ 11時 ／八
女市保健センター
◦5月8日㈫ 10時～ 11時／かがや
き（立花）
◦5月11日㈮ 10時～ 11時／そよか
ぜ（星野）
◦5月17日㈭ 14時～ 15時／矢部基
幹集落センター
◦5月22日㈫10時～ 11時／ふじの
里（黒木）

【旧八女市・立花町の皆さん】
◦会場　やめっこ未来館
◦受付時間　13時15分～ 14時30分
◦日にち・対象 
5月8日㈫＝10か月児（平成29年7
月生）健康診査
5月16日㈬＝4か月児（平成30年1
月生）健康診査
5月22日㈫＝1歳6か月児（平成28
年10月生）健康診査
5月24日㈭＝3歳児（平成27年4月
生）健康診査

【旧黒木町・上陽町・矢部村・星野村
の皆さん】
◦会場＝ふじの里（黒木）
◦日時＝5月15日㈫（受付13時30
分～ 14時30分）

◦対象＝1歳6か月児（平成28年9
月～ 10月生）／３歳児（平成27年
3月～ 4月生）健康診査
※対象者には個別に通知します。
事前に連絡いただくとどちらの会場
でも健診を受けることができます。

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）の
お話と調理。要予約。定員15人。
託児あり（要申込）。
◦日時＝5月17日㈭ 10時～ 13時
 　※受付9時30分～ 9時50分　
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝エプロン、三角巾、
手ふきタオル、母子健康手帳、筆
記用具、材料費300円

　離乳食中期から後期（7か月児
から1歳児頃まで）のお話。要予約。
定員10人。託児あり。
◦日時＝5月10日㈭10時～ 12時（受
付9時30分～ 9時50分）
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦持参品等＝母子健康手帳、筆記
用具

　子育てのことで、少しでも心配
なことがあったら気軽にご相談く
ださい。身長・体重測定もできま
す。母子健康手帳をお持ちくださ
い。相談日以外でも、窓口や電話
で子育て相談を行っています。
◦5月2日㈬ 9時30分～ 11時 ／ や
めっこ未来館
◦5月18日 ㈮ 13時15分 ～ 14時30

分 ／ やめっこ未来館
◦5月23日㈬10時～ 11時／
矢部基幹集落センター

　心理士による個別相談です。対
象者は小学校就学前までの人で、
成長発達面に不安のある人です。
心配なことがあればお気軽にご相
談ください。要予約。

【八女市保健センター】
◦5月10日㈭ 9時～ 16時
◦5月24日㈭ 9時～ 16時

【ふじの里（黒木）】
◦5月15日㈫ 9時～ 16時

　心理士による個別相談です。対
象者は市内在住で、こころに悩み
がある人です。気軽にご相談くだ
さい。要予約。
◦日時＝5月30日㈬（受付13時30
分～ 15時30分）
◦会場＝おりなす八女研修棟

※マタニティ教室
次回は6月に開催します。

乳幼児心理相談

5
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

心理士によるこころの相談

ベビーズクッキング

小松菜と豚肉のガーリック炒め

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

108Kcal
6.6g
7.0g
4.2g

602mg
173mg
20mg
2.9mg

2.0g
0.8g

1人分あたりの栄養価

【作り方】
①小松菜は３～４㎝長さに切
る。豚肉は細切りにし、塩、
酒をなじませる。にんにくは
みじん切りにする。
②フライパンにごま油を熱し
て豚肉を入れ、色が変わっ
てきたら、にんにく、小松菜
を加えてさらに炒める。
③小松菜がしんなりとしてき
たらAを加えて炒め合わせ、
塩とこしょうで味を整える。
※減塩するために、塩とこしょ
うは別々のものを使用すると
計量しやすい。

【材料】（4人分）　
◦小松菜･･･400ｇ
◦豚もも薄切り肉･･･100ｇ
　天然塩･･･少 （々0.4g）
　酒･･･少々
◦国産にんにく･･･１かけ
　オイスターソース･･･小さじ２
　酒･･･小さじ２
◦天然塩･･･少 （々0.5g）
◦こしょう･･･　少々
◦ごま油･･･大さじ１
※小松菜、豚肉は八女産

平成29年度の生活習慣病予防教室（高血圧症予防）にて紹介したレ
シピです。にんにく、オイスターソース、ごま油、豚肉のうまみが減
塩効果を引き立て、疲労回復にも効果的です。また、食べてみると本
当においしいので、ぜひ作ってみてください。

Ａ

毎日の食卓に野菜料理を
一品プラス。野菜を１日
350ｇ以上食べましょう。

もぐもぐかみかみ！離乳食教室

八女市スポーツ・健康づくり都市宣言 「地域で支え合う絆と、健康づくりの輪を広げます」
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用語の説明
▷〇歳未満とは・・・誕生日の前日まで
▷至るまでの間とは・・・誕生日の前日まで
▷おおむね１年とは・・・11か月～ 13 か月

27日以上

27日以上

27日以上

27日以上

27日以上

１歳までに

2歳までに

7か月以上

1歳すぎて60日以上

6日以上

♥上の表の中の「法で定められた対象年齢」とは公費（無料）
で接種できる年齢であり、「標準的な接種時期」とは「法で
定められた対象年齢」の中で望ましい時期（年齢）です。
♥注意事項
①接種当日は、「母子健康手帳」を持参してください。
② 「予防接種問診票」は家庭で記入していきましょう。
③小冊子「予防接種と子どもの健康」をよく読んでください。

【予防接種メニュー表】

種別
０
か
月

１
か
月

２
か
月

３
か
月

４
か
月

５
か
月

６
か
月

１
歳
２
歳
３
歳
４
歳
５
歳
６
歳
７
歳
８
歳
９
歳

10
歳

11
歳

12
歳

13
歳

14
歳

15
歳

16
歳 接種回数 標準的な

接種時期
法で定められた

対象年齢

B型肝炎
３回（27日以上の間隔で２回、
１回目の注射から139日以上
の間隔をおいて３回目を接種

生後2か月～ 9か月
に至るまで

生後1歳に
至るまでの間

Hib（ヒブ）
インフルエ
ンザ菌b型

初回 27日以上の
間隔で3回

生後2か月～ 7か月
に至るまで 生後2か月～ 5歳に

至るまで
（接種開始時期で
回数が異なります）追加 １回

初回3回終了後、
7か月以上の間隔を

おいて

小児用
肺炎球菌

初回 27日以上の
間隔で3回

生後2か月～ 7か月
に至るまで 生後2か月～ 5歳に

至るまで
（接種開始時期で
回数が異なります）追加 1回

（1歳過ぎて）
初回3回終了後60日
以上の間隔をおい

て1歳以降
ＢＣＧ 1回 生後5か月～ 8か月

に達するまで
生後1歳に

至るまでの間
四種混合 
ジフテリア
百日咳
破傷風
ポリオ　

初回 20日以上の間隔
をおいて3回

生後3か月～1歳に
達するまで 生後3か月～ 7歳半

に至るまでの間
追加 1回

初回3回終了後
1年 ～1年半に

達するまで
二種混合
ジフテリア・破傷風 1回 小学校6年生 11歳～ 13歳未満

麻しん
風しん
混合

（MR）

1期 1回 1歳～ 2歳に至るまでの間

2期 1回 ※5歳～ 7歳未満で小学校就学前の
1年間（注意：年長児が対象です）

水痘
1回目 1回 生後1歳から1歳3か

月に達するまで １歳～ 3歳に
至るまでの間

2回目 1回 1回目終了後6か月～
1年の間隔をおいて

日本脳炎

１期
初回

6日以上の間隔
をおいて2回 3歳

生後6か月～ 7歳半
に至るまでの間１期

追加 1回
初回2回終了後

おおむね1年間の
間隔をおいて

2期 1回 9歳～10歳 9歳～13歳未満

子宮頸がん
予防ワクチン

３回                     
中学１年 小学6年生～高校1

年相当の女子

 ★ ★ 　　　★

 ★ ★ ★

    ★  ★  ★

★

★

★

       ★

 ★

 ★ ★

★

★

★

★

★★★ ※ワクチンの種類によっ
て間隔が違います

 ★ 初回終了後、7か月以上あける

初回終了後、60日以上あける

初回終了後、1年～1年半

初回終了後、おおむね1年おく

ヒブ
初回①

【ヒブ】

【小児用肺炎球菌】

【生ワクチン】

【不活化ワクチン】

肺炎球菌
初回①

BCG、麻しん・風し
ん混合、水痘

B型肝炎、ヒブ、肺炎球菌、
四種混合、二種混合、日本脳炎、
子宮頸がん予防ワクチン

次の接種

次の接種

肺炎球菌
初回②

肺炎球菌
初回③

肺炎球菌
追加④

ヒブ
初回②

ヒブ
初回③

ヒブ
追加④

同じ種類のワクチンを複数回接種する場合の間隔

異なった種類のワクチンを接種する場合の間隔

6日以上
約1年

【日本脳炎】

日本脳炎
1期初回①

日本脳炎
1期初回②

日本脳炎
1期追加

3歳になるまでに
6か月～ 1年

【水痘】

水痘① 水痘②

20日以上 20日以上 1年～ 1年半
【四種混合】

四種混合
1期初回①

四種混合
1期初回②

四種混合
1期初回③

四種混合
1期追加

♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥

⃝問い合わせ＝健康推進課保健指導係（☎２３・１３５２）

１回目の注射から139日以上
※2回目と3回目は最低
6日以上空ける

【B型肝炎】

B型肝炎① B型肝炎② B型肝炎③
27日以上

 ★ ★ ★

1回目と2回目の間隔27日以上、1回目と3回目の間隔139日以上

１歳になるまでに

★ 
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♥
【予防接種受託病・医院】

病医院名 電話
予防接種の種類

B 型
肝炎

Hib
（ヒブ）

小児用
肺炎
球菌

ＢＣＧ 四種
混合

二種
混合

麻しん
風しん
混合

水痘 日本
脳炎

子宮頸
がん予防
ワクチン

麻生医院（宅間田） 23・5800 ● ● ● ●

池田レディスクリニック（本村） 23・5555 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

いしもと小児科医院（岩崎） 22・7111 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

井上クリニック（本町） 30・2020 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

大内医院（酒井田） 24・1398 ● ● ● ● ● ● ● ●

城戸医院（鵜池） 23・5303 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

草場内科循環器科医院（納楚） 23・5171 ●

黒岩外科医院（本町） 23・2858 ● ● ● ●

公立八女総合病院（高塚） 23・4131 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ごんどう内科クリニック（山内） 23・3010 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

東医院（本町） 23・5212 ● ● ● ● ●

藤本産婦人科小児科（本町） 23・2733 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

戸次循環器科内科医院（馬場） 22・3100 ● ● ● ● ● ● ● ●

柳病院（吉田） 23・2176 ● ● ●

山田医院（本町） 23・4853 ● ● ● ● ● ● ● ●

よしだ胃腸内科クリニック（室岡） 23・3806 ● ● ● ● ●

吉山クリニック（稲富） 30・2200 ●

今村循環器内科（黒木町） 33・2115 ● ● ● ● ● ● ●

クリニックくろぎ（黒木町） 42・0887 ● ● ●

冨田医院（黒木町） 42・0173 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

中島医院（黒木町） 42・0235 ● ● ● ● ●

原医院（黒木町） 42・0336 ● ● ● ● ●

岡村医院（立花町） 23・2770 ● ●

たちばな森の里クリニック（立花町） 35・1000 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

中村内科医院（立花町） 37・1601 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

林医院（立花町） 23・5557 ●

みやざき内科（立花町） 37・0008 ● ● ● ● ● ● ●

後藤内科医院（上陽町） 54・2221 ● ● ● ● ● ● ● ●

しばた医院（上陽町） 33・7373 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

山口医院（星野村） 52・3131 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

矢部診療所（矢部村） 47・2700 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

♥病・医院によっては、接種日・時間が決まっていますので、必ず事前に電話で予約をして接種してください。
♥福岡県内の病・医院で接種ができます。病・医院によっては、予防接種できるものとできないものがありますので
電話で確認してください。

予防接種を受けましょう平成
30年度

♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥♥

感染症には、乳幼児の命にかかわるものや後遺症を残すおそれのあるものがいまだに多くあり
ます。予防接種は、感染症から命を守るための予防手段ですので、きちんと受けましょう。

※下記内容は今後変更されることもありますのでご了承ください。変更がある場合はお知らせいたします。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
世
界
子
ど
も
愛

樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
・
コ
ス
モ
ネ
ッ

ト
主
催
に
よ
る
第
27
回
世
界
子

ど
も
愛
樹
祭
コ
ン
ク
ー
ル
授
賞
式

が
３
月
25
日
㈰
、
木
龍
（
矢
部

多
目
的
交
流
ホ
ー
ル
・
矢
部
中
学

校
体
育
館
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
「
詩
・
作
文
」
部
門
に
７

８
１
点
、「
絵
画
」
部
門
に
１
５

５
１
点
、「
木
は
が
き
」
部
門
に

４
７
５
点
の
合
計
２
８
０
７
点
、

う
ち
海
外
か
ら
２
７
４
点
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
に

は
、「
杣
の
ふ
る
さ
と
文
化
館
（
旧

矢
部
中
学
校
校
舎
）」
裏
手
に
ツ

ク
シ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
苗
木
２
本
と

エ
ゴ
ノ
キ
の
苗
木
１
本
が
受
賞
者

の
手
に
よ
り
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
の
結
果
は
市
内
入
賞
者
の

み
掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
・

学
年
は
３
月
末
現
在
）

【
詩
・
作
文
の
部
】

♣
み
ど
り
の
賞
（
福
岡
県
知
事

賞
）「
三
代
目
の
決
意
」
石
川
峰

樹
（
矢
部
中
３
年
）

♣
み
ど
り
の
賞
（
福
岡
県
教
育

委
員
会
賞
）「
見
慣
れ
た
風
景 

こ

こ
に
し
か
な
い
風
景
」岡
一
成（
矢

部
中
１
年
）

♣
選
考
委
員
特
別
賞
（
大
倉
紀

子
賞
）「
裏
の
山
」
嶋
毅
曜
（
黒

木
中
１
年
）

♣
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
組
合
長

賞「
森も

林り

と
共
に
」倉
員
良
馬（
黒

木
中
２
年
）

♣
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
賞
「
木
は
大

切
に
」樋
口
恵
起（
黒
木
中
１
年
）

♣
九
州
朝
日
放
送
賞
「
祖
母
の

家
」
石
川
礼
香
（
矢
部
中
２
年
）

♣
テ
レ
ビ
西
日
本
賞
「
木
と
い
う

存
在
」牛
島
晴
菜（
矢
部
中
１
年
）

♣
朝
日
新
聞
社
賞
「
自
然
と
暮

ら
し
て
」轟
瑞
穂（
矢
部
中
２
年
）

♣
毎
日
新
聞
社
賞
「
森
林
の
大

切
さ
」
倉
ノ
下
栞
里
（
黒
木
中
２

年
）

♣
し
ゃ
く
な
げ
賞
▽
「
お
花
見
」

柴
田
奈
実（
忠
見
小
５
年
）▽「
変

わ
る
私 

変
わ
ら
な
い
自
然
」
中

司
京
（
矢
部
中
２
年
）

【
絵
画
の
部
】

♣
み
ど
り
の
賞
（
福
岡
県
教
育

委
員
会
賞
）
池
田
光
来
（
黒
木

西
小
２
年
）

♣
し
ゃ
く
な
げ
賞
　
石
原
愛
梨

（
輝
翔
館
中
第
３
学
年
）

♣
さ
く
ら
賞
▽
岩
津
歩
佳
（
輝

翔
館
中
第
２
学
年
）
▽
千
徳
こ

と
り
（
輝
翔
館
中
第
２
学
年
）

♣
ジ
ャ
ン
ヌ
マ
リ
ー
賞
▽
入
部
七

海
（
矢
部
保
育
園
６
歳
）
▽
堤

日
和
（
黒
木
西
小
３
年
）

【
木
は
が
き
の
部 

15
歳
以
下
】

♣
森
の
大
賞
（
環
境
大
臣
賞
）

上
野
颯
一
郎
（
星
野
小
１
年
）

♣
み
ど
り
の
賞
（
八
女
市
長
賞
）

砂
川
浄
（
矢
部
小
６
年
）

♣
み
ど
り
の
賞
（
八
女
市
教
育
委

員
会
教
育
長
賞
）
末
﨑
瑠
大
（
星

野
小
５
年
）

♣
福
岡
県
森
林
組
合
連
合
会
会

長
賞　

野
中
美
遥
（
矢
部
小
２

年
）

♣
し
ゃ
く
な
げ
賞
▽
森
結
々
子

（
黒
木
小
２
年
）▽
吉
田
光
里（
立

花
中
２
年
）

♣
さ
く
ら
賞
▽
馬
場
共
生
（
立

花
小
５
年
）
▽
髙
山
紗
希
（
矢

部
小
４
年
）
▽
坂
井
禎
宗
（
矢

部
中
３
年
）

自然を愛する心をいつまでも

2018

【木はがきの部15 歳以下】
森の大賞（上野颯一郞）

【絵画の部】みどりの賞（池田光来）

世界子ども愛樹祭コンクール 2018
の入賞作品は、- 作品集にてご覧に
なれます。杣のふるさと文化館（矢
部村）には作品が展示されています。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
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【
部
長
級
】

▽
総
務
部
長 

石
井
稔
郎
（
企
画

財
政
課
長
）
▽
企
画
部
長 

井
手
勇

一
（
企
画
振
興
部
長
）
▽
市
民
部

長 

松
尾
一
秋（
新
社
会
推
進
部
長
）

▽
健
康
福
祉
部
長 

坂
井
明
子
（
市

民
福
祉
部
長
）
▽
教
育
部
長 

永

溝
弘
幸
（
教
育
次
長
）
▽
議
会
事

務
局
長 

古
賀
安
博
（
議
会
事
務

局
参
事
兼
議
会
事
務
局
次
長
）

【
課
長
級
】

《
総
務
部
》
▽
総
務
課
長 

野
田
勝

広
（
福
祉
課
長
）
▽
人
事
課
長 

牛

島
新
五
（
人
事
課
参
事
補
佐
兼
人

事
係
長
）
▽
財
政
課
長 

田
中
和

己
（
企
画
財
政
課
参
事
補
佐
兼
企

画
政
策
係
主
任
）

《
企
画
部
》
▽
企
画
政
策
課
長 

馬

場
浩
義
（
秘
書
広
報
課
長
）
▽
地

域
振
興
課
長 

平
武
文
（
※
地
域

振
興
課
長
）
▽
観
光
振
興
課
長 

井
上
啓
時
（
商
工
観
光
課
長
）

《
市
民
部
》
▽
税
務
課
長 

丸
山
隆

（
都
市
計
画
課
参
事
補
佐
兼
住
宅

係
長
）▽
市
民
課
長 

栗
秋
克
彦（
※

市
民
課
長
）
▽
環
境
課
長 

原
田
英

雄
（
※
環
境
課
長
）
▽
人
権
・
同

和
政
策
課
長 

山
口
幸
彦
（
市
民

課
参
事
補
佐
兼
国
保
年
金
係
長
）

《
健
康
福
祉
部
》
▽
福
祉
課
長 

白

坂
正
彦
（
八
女
市
社
会
福
祉
協
議

会
派
遣
）
▽
子
育
て
支
援
課
長 

平

島
英
敏
（
※
子
育
て
支
援
課
長
）

▽
健
康
推
進
課
長 

橋
爪
美
栄
子

（
※
健
康
推
進
課
長
）
▽
介
護
長

寿
課
長 

平
島
隆
夫
（
※
介
護
長

寿
課
長
）

《
建
設
経
済
部
》
▽
商
工
・
企
業

誘
致
課
長 

仁
賀
木
大
助
（
商
工

観
光
課
長
補
佐
兼
商
工
振
興
・
企

業
誘
致
推
進
係
主
任
）

《
教
育
部
》
▽
学
校
教
育
課
長 

原

亮
一 （
人
事
課
長
）
▽
社
会
教
育

課
長
（
市
民
部
男
女
共
同
参
画
推

進
課
長
併
任
）
山
口
昭
弘
（
男
女

共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
長
）
▽

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長 

池
田
孝
治

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）
▽
文
化
振

興
課
長 

持
丸
末
喜
（
文
化
振
興

課
長
）
▽
人
権
・
同
和
教
育
課
長 

橋
本
秀
樹
（
※
人
権
・
同
和
教
育

課
長
）

▽
議
会
事
務
局
参
事
兼
議
会
事
務

局
次
長 

秋
山
勲
（
人
事
課
課
長

補
佐
兼
研
修
厚
生
係
長
）
▽
監
査

事
務
局
長 

金
納
恵
理
（
市
民
課

参
事
補
佐
兼
公
費
医
療
係
長
）
▽

黒
木
支
所
参
事
兼
市
民
生
活
福
祉

課
長 

坂
本
英
明
（
監
査
事
務
局

長
）
▽
立
花
支
所
長 

中
島
強
（
立

花
支
所
総
務
課
長
）
▽
矢
部
支
所

長 

木
田
博
徳
（
矢
部
支
所
総
務

課
長
）

平
成
30
年
３
月
31
日
付

◦
退
職

【
部
長
級
】
▽
牛
島
義
光
（
議
会

事
務
局
長
）

【
課
長
級
】▽
馬
場
解（
総
務
課
長
）

▽
堤
英
利
子
（
税
務
課
長
）
▽
川

島
幹
夫
（
納
税
課
長
）
▽
城
後
徳

博
（
人
権
・
同
和
政
策
課
長
）
▽

藤
木
春
美
（
学
校
教
育
課
長
）
▽

井
上
武
明
（
立
花
支
所
長
）
▽
江

田
秀
博
（
矢
部
支
所
長
）
▽
伊
藤

博
之
（
一
般
財
団
法
人
星
の
ふ
る

さ
と
派
遣
）

◦
併
任
解
除

【
部
長
級
】▽
江
崎
順（
総
務
部
長
）

市役所の人事 ４月１日付（　）内は旧、
※は部の改組によるもの

懐
か ね

良
な が

親王眠る地で６３６回忌法要　
征
西
将
軍
懐
良
親
王
６
３
６
回
忌
法
要
が
３
月

27
日
㈫
、
懐
良
親
王
顕
彰
会
（
高
木
良
之
会
長
）
の

主
催
に
よ
り
星
野
村
の
大
円
寺
で
営
ま
れ
ま
し
た
。

星
野
村
は
懐
良
親
王
終
焉
の
地
で
あ
り
、
御
墓
も
あ

り
ま
す
。
法
要
に
は
三
田
村
市
長
、
古
く
か
ら
星
野

村
と
交
流
が
あ
る
う
き
は
市
の
髙
木
典
雄
市
長
、
南

北
朝
の
ご
縁
で
熊
本
県
菊
池
市
の
原
田
教
育
長
も
臨

席
。
読
経
が
流
れ
る
中
、
参
列
者
は
焼
香
を
し
、
親

王
を
偲
び
ま
し
た
。
法
要
の
あ
と
、「
懐
良
親
王
奉

納
剣
と
宇
佐
地
方
」
と
題
し
て
福
岡
県
地
方
史
研
究

連
絡
協
議
会
副
会
長
の
佐
々
木
四
十
臣
さ
ん
に
よ
る

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
人
は
「
後
醍
醐
天

皇
の
遺
命
を
実
現
し
た
た
だ
一
人
の
皇
子
で
あ
り
な

が
ら
、
京
都
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
無

念
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
こ
の
地
で
安
ら
か
に
あ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

新教育長に橋本吉史氏

橋本 吉
よし

史
ふみ

（59 歳）
　福岡県教育庁南筑後教育事務所副
所長、八女市教育委員会教育次長、
八女市立福島中学校校長等を歴任。
任期は平成 30 年 4 月1日から1年間。

　西島民生教育長の退任に伴い、新し
い教育長が選任されましたのでご紹介
します。
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福
岡
県
出
身
戦
没
者
の
方
々
を

追
悼
し
、平
和
を
祈
念
す
る
た
め
、

慰
霊
巡
拝
団
員
を
募
集
し
ま
す
。

行
先
、
実
施
時
期
、
行
程
、
参

加
費
用
等
に
つ
い
て
は
、
４
月
下

旬
頃
決
定
す
る
予
定
で
す
。

◦
対
象
＝
次
の
地
域
に
お
い
て

戦
没
さ
れ
た
本
県
出
身
の
軍
人
、

軍
属
ま
た
は
準
軍
属
の
遺
族
（
配

偶
者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、

孫
お
よ
び
甥
・
姪
）

◦
巡
拝
地
域
・
予
定
時
期
＝
▽
中

国
（
東
北
部
地
域
）〈
ハ
ル
ピ
ン
、

長
春
、
大
連
等
〉
７
月
下
旬
頃

７
日
間
程
度
▽
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
南

部
地
域
）〈
タ
ク
ロ
バ
ン
、オ
ル
モ
ッ

ク
等
〉
２
月
中
旬
頃　

６
日
間

程
度
※
巡
拝
地
域
・
予
定
時
期

が
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◦
定
員
＝
各
15
人

◦
申
込
期
限
＝
▽
中
国
５
月
31
日

㈭
▽
フ
ィ
リ
ピ
ン 

11
月
20
日
㈫

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝ 

福
岡

に
対
し
て
表
彰
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。「
社
会
に
お
け
る
女
性
の
活

躍
推
進
」「
困
難
な
状
況
に
あ
る

女
性
の
自
立
支
援
」「
女
性
の
先

駆
的
活
動
」
部
門
を
設
け
て
い
ま

す
。
自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。

◦
応
募
方
法
＝
専
用
の
推
薦
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
福

岡
県
男
女
共
同
参
画
推
進
課
に

郵
送
も
し
く
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
推
薦
書
は
、
市
役
所
男
女

共
同
参
画
推
進
課
等
で
入
手
で

き
ま
す
。
福
岡
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
可
能
で
す
。

◦
募
集
締
切
＝
６
月
11
日
㈪
※

当
日
消
印
有
効

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
男
女
共
同
参

画
推
進
課
（
☎
０
９
２
・６
４
３
・

３
３
９
１
）

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
海
外
で
の

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
等

の
荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
出
店

者
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す

◦
日
時
＝
4
月
22
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
観
光
物
産
館
と
き
め
き

駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
八
女
市

出
身
戦
没
者
お
よ
び
一
般
戦
災
死

没
者
の
方
々
に
追
悼
の
意
を
捧

げ
、
恒
久
平
和
を
誓
う
目
的
で

八
女
支
部
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
４
月
26
日
㈭
10
時
～

◦
場
所
＝
八
女
文
化
会
館
ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
協
議

会
総
務
課
（
☎
２
３
・５
８
１
６
）

◦
日
時
＝
５
月
５
日
㈷
19
時
30

分
～

◦
場
所
＝
山
内
水
天
宮
星
野
川

河
川
敷

※
山
内
水
天
宮
杯
少
年
野
球
大

会
と
山
内
子
ど
も
会
船
太
鼓
も

行
な
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
祭
典
実
行
委

員
会
善
さ
ん（
☎
２
２・２
５
５
６
）

◦
日
に
ち
＝
５
月
６
日
㈰

①
Ｊ
Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
賑
わ
い
空
間

広
場
［
10
時
～
15
時
］

◦
内
容
＝
▽
ま
ち
の
保
健
室
▽
進

路
・
進
学
相
談
コ
ー
ナ
ー
▽
女
性

の
か
ら
だ
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

②
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡
［
12
時

～
16
時
］

◦
内
容
＝
▽
看
護
職
員
知
事
表

彰
式
▽
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
発

表
▽
講
演
「
道
に
迷
っ
た
ら
情
熱

の
傾
く
ほ
う
へ
」
講
師 

村
岡
克

彦
さ
ん
（
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

①
②
と
も
参
加
費
は
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）
福
岡

県
看
護
協
会
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
２
・
６
３
１
・
１
２
２
１
）

　

筑
後
市
在
住
の
プ
ロ
サ
ッ
ク
ス

奏
者
、
深
町
宏
さ
ん
に
よ
る
ト
ー

ク
＆
ラ
イ
ブ
で
す
。
素
敵
な
サ
ッ

ク
ス
の
ラ
イ
ブ
と
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
で

の
石
窯
料
理
な
ど
を
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
５
月
20
日
㈰
11
時
～

14
時
30
分

◦
会
場
＝
夢
た
ち
ば
な
ビ
レ
ッ
ジ

◦
入
場
料
（
税
込
）
＝
▽
一
般
２

５
０
０
円
▽
中
高
校
生
千
円
（
食

事
代
含
む
）
▽
小
学
生
以
下
無

料
※
定
員
50
人
（
予
約
制
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
夢
た
ち
ば
な
ビ

レ
ッ
ジ
（
☎
３
５
・
０
０
２
２
）

　

絵
本
に
つ
い
て
す
ぐ
に
実
践
で

き
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
毎
月
第
１
週
水
曜
日
、

18
時
30
分
～
19
時
40
分

◦
場
所
＝
八
女
市
立
図
書
館
２
階

◦
問
い
合
わ
せ
＝
お
は
な
し
ば
さ

ら
か
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
井
手
口

さ
ん
（
☎
０
９
０
・
８
７
６
６
・

６
２
２
３
）

　

福
岡
県
で
は
地
域
や
職
域
等
に

お
い
て
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に

関
し
て
著
し
く
功
績
が
あ
り
、
他

の
模
範
と
な
る
活
動
・
取
り
組
み

お
知

ら
せ

八
女
軽
ト
ラ
市

八
女
支
部
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

山
内
水
天
宮
大
祭
花
火
大
会

深
町
宏
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト 

in
夢
た
ち
ば
な
ビ
レ
ッ
ジ

県
男
女
共
同
参
画
表
彰
候
補
者

平
成
30
年
度
福
岡
県
海
外

戦
没
者
慰
霊
巡
拝
団
員

平
成
30
年
度「
看
護
の
日
の
つ
ど
い
」

え
ほ
ん
の
べ
ん
き
ょ
う
会

ふらっち広場からのお知らせ
☀本町 178（旧きんぷく亭）☀☎ 24・3022

★映画鑑賞「252生存者あり」
◦日時＝ 4 月 21日㈯ 13 時～
◦参加費＝無料
★スプリングコンサート～ひだまりカルテット
◦日時＝ 4 月 22 日㈰ 14 時～◦場所
＝ふらっち広場 1階◦観覧料＝無料
★外出「黒木大藤まつり」
◦日時＝ 4 月 28 日㈯ 11 時発
◦参加費＝ 100 円
★地域イベント参加「第3回八女新茶まつり」
◦日時＝ 5 月 5 日㈷ 10 時～
◦場所＝八女伝統工芸館駐車場

ほ
ほ
え
み地域活動支援センター

【開館時間】平日10:00 ～ 12:30、13:30 ～
17:00 ／土日祝10:00 ～16:00

【休館日】4/15 ㈰、16 ㈪、23 ㈪、24 ㈫、
29 ㈰、30 ㉁、5/7 ㈪、8 ㈫、13 ㈰、14 ㈪

※その他の実施イベントもあります。詳細
はふらっち広場へお尋ねください。
各イベントは要予約。簡単な工作・手芸も
できます。お気軽にご来館ください。

教
室
・
講
座
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書
代
等
実
費
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か

ら
受
講
推
薦
等
受
け
た
人
対
象
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
科
目
＝
①
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
②
板
金
・
溶

接
施
工
科
③
住
環
境
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

※
定
員
は
各
15
人

◦
訓
練
期
間
＝
６
月
５
日
㈫
～
11

月
28
日
㈬
（
６
か
月
）

◦
選
考
日
＝
５
月
９
日
㈬

◦
募
集
締
切
＝
４
月
25
日
㈬

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

八
女
（
☎
２
３
・
６
１
８
８
）

　　

け
し
は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
色

鮮
や
か
で
美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま

す
が
、
麻
薬
の
原
料
と
な
る
た
め

「
あ
へ
ん
法
」「
麻
薬
及
び
向
精
神

薬
取
締
法
」
に
よ
り
、
栽
培
や

様
々
な
労
働
問
題
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。「
就
業
規

則
の
作
り
方
」
な
ど
使
用
者
か
ら

の
相
談
や
、
労
使
間
で
の
自
主
的

解
決
が
困
難
な
場
合
は
、
労
使

の
仲
介
に
入
る
「
あ
っ
せ
ん
」
も

行
っ
て
い
ま
す
。
電
話
、電
子
メ
ー

ル
に
よ
る
相
談
も
行
い
ま
す
。

◦
相
談
時
間
＝
平
日
８
時
30
分
～

17
時
15
分
（
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）
※
毎
週
水
曜
日
は
20

時
ま
で
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
筑

後
労
働
者
支
援
事
務
所
（
☎
０

９
４
２
・
３
０
・
１
０
３
４
／
Q

chikugo-rso@
pref.fukuoka.

lg.jp

）

　

受
験
料
・
授
業
料
無
料
。
教
科

県
遺
族
連
合
会
（
☎
０
９
２
・
７

６
１
・
０
０
１
２
）
ま
た
は
最
寄

り
の
各
郡
市
区
遺
族
会

　

県
の
施
策
・
制
度
な
ど
に
つ
い

て
ご
意
見
・
ご
提
案
い
た
だ
く
県

政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
応

募
方
法
等
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
る
か
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
応
募
資
格
＝
県
内
在
住
の
18

歳
以
上
の
人
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
で
き
る
人
※
国
・
地
方
公

共
団
体
の
議
員
・
常
勤
公
務
員
、

平
成
28
・
29
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー

経
験
者
除
く
。

◦
募
集
人
員
＝
４
０
０
人

◦
任
期
＝
委
嘱
日
～
平
成
31
年

３
月
末

◦
謝
礼
＝
活
動
状
況
に
応
じ
Ｑ
Ｕ

Ｏ
カ
ー
ド
（
上
限
３
千
円
）

◦
募
集
締
切
＝
５
月
31
日
㈭

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
民
情
報
広
報

課
（
☎
０
９
２・６
４
３・３
１
０
３
）

　

暴
力
団
等
に
よ
る
暴
力
被
害

者
の
早
期
救
済
を
目
的
に
、
警

察・弁
護
士
会・県
暴
追
セ
ン
タ
ー

等
が
連
携
し
て
面
接
・
電
話
に
よ

る
集
中
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
4
月
21
日
㈯
10
時
～

16
時

◦
場
所
＝
久
留
米
市
暴
力
追
放
推

進
協
議
会（
久
留
米
市
役
所
３
階
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
暴
力
追
放
運

動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・

６
５
１
・
８
９
３
８
）

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
職
場

で
の
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
、

不
正
大
麻 

・ 

け
し
撲
滅
運
動

感
電
事
故
防
止
の
お
願
い

暴
力
団
被
害
集
中
相
談

植えてはいけないけ
し「ソムニフェルム」

労
働
相
談

平
成
30
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー

就
業
支
援

　シャクナゲの時期に森林セラピー
体験とヨーガ体験のひとときに癒され
てみませんか。参加者全員に「10 周
年記念タオル」をプレゼントします。
◦期日＝ 5 月19 日㈯ 10 時 30 分～
15 時（受付 10 時～ 10 時 15 分）
◦場所＝くつろぎの森グリーンピア八
女
◦内容＝《午前》ヨーガ体験 

《午後》森林セラピー体験
◦参加料＝ 2000 円（森林セラピー
体験、ヨーガ体験、森の癒し弁当、
温泉入浴券込み）※ヨーガマットを
お持ちの方は持参してください。
◦定員＝先着 30 人
◦募集締切＝ 5 月10日㈭
◦申込・問い合わせ＝黒木支所産業
経済課（☎４２・１１１５）

祝10周年！
森林セラピーイベント

「ヨーガ体験と
シャクナゲっさい」

八女市岩戸山歴史文化交流館
「いわいの郷」
体験イベント

佐
賀
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

◦日時＝５月５日㈷① 13 時～ 13 時
45 分② 14 時～ 14 時 45 分③ 15 時
～ 15 時 45 分
◦場所＝岩戸山歴史文化交流館
◦対象＝どなたでも
◦定員＝各 20 人（先着順）
◦参加費＝無料
◦申込＝当日申し込み（※各開始時刻
の15 分前から受付開始）
◦問い合わせ＝岩戸山歴史文化交流
館「いわいの郷」
☎２４・３２００／O２４・３２１０

ボランティアクラブ会員募集中！

〈ＧＷ企画〉勾玉・石包丁・
プラ板づくり、古代弓矢に挑戦 !!

所
持
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
種

類
が
あ
り
ま
す
。
花
が
美
し
い
た

め
、
違
法
と
知
ら
ず
に
、
住
宅
の

庭
先
な
ど
に
植
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。見
か
け
た
人
は
、

南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
】

ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
、
セ
テ
ィ
ゲ

ル
ム
種
、
ハ
カ
マ
オ
ニ
ゲ
シ

◦
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
保
健
福

祉
環
境
事
務
所
企
画
指
導
係（
☎

０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
１
１
）

　

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま

し
た
が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め

電
線
付
近
で
の
鯉
の
ぼ
り
掲
揚

や
魚
釣
り
は
絶
対
に
行
わ
な
い

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
万

一
鯉
の
ぼ
り
や
釣
り
糸
が
電
線
に

か
か
っ
た
場
合
は
、
自
分
で
取
ろ

う
と
せ
ず
お
近
く
の
九
州
電
力
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
連
絡
先
＝
九
州
電
力
㈱
八
女

営
業
所
（
☎
０
１
２
０
・９
８
６
・

２
１
０
）
通
話
料
無
料
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■4か月さん集まれ（12月生まれ）
「ベビータッチ+食育」
◦5/1㈫ 10:00 ～ 12:30 ／飲み物
持参、参加費あり／要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦ 5/1㈫・5/22㈫ 13:30 ～ 15:00
／参加費あり／要申込
■マタニティさん集まれ♪

「マタニティヨガ」◦ 5/8 ㈫ 10:00
～ 12:30 ／参加費あり／託児あり／
要申込
■パパママ集まれ「アウトドア」
◦ 5/19 ㈯ 10:00 ～ 12:00 ／飲み
物持参／要申込／参加費あり

■はっぴぃバースデー
「くまおじさんのお話」◦ 5/15 ㈫

10:30 ～／ 12 日㈯までに要申込
■スペシャル day

「高田先生のしゃべり場」
◦ 5/25 ㈮ 10:30 ～／ 22 日㈫まで
に要申込／託児あり
■つくろうねっ「汗取りパットづくり」
◦ 5/29 ㈫ 10:30 ～／ 26 日㈯まで
に要申込／定員親子 10 組／託児あ
り／参加費 300 円／裁縫道具持参

■GOGO！カ～りる
◦ 5/10 ㈭ 10:30 ～ 11:10 ／ 移 動
図書館車が来ます。図書館利用カー
ドをお持ちの人は持参ください。
■わ・わ・WA！「ピクニックに行こう」
◦5/11㈮10:30 ～／限定親子10 組要
申込／弁当、水筒、おしぼりなど持参
■すてきな記念日♥
◦ 5/16 ㈬ 10:30 ～※誕生月者のみ
要申込／身体計測ができます。
■子育てエ～ル「すくすく子育て」

◦ 5/29 ㈫ 10:30 ～／場所：福祉セ
ンターかがやき／限定親子 10 組・
要申込／託児あり（２日前まで要申込）

■ママといっしょ
「寝相アートにチャレンジしよう」
◦ 5/10 ㈭ 10:30 ～／参加費 100
円（写真フレーム付き）／要申込
■お誕生会「5 月生まれさん集まれ」
◦ 5/25 ㈮ 10:30 ～／誕生月者のみ
要申込

■ 10:00 ～ 13:00
▽上陽公民館 5/11 ㈮
▽働く女性の家 5/22㈫
▽長峰保育所 2 階 5/23 ㈬
▽矢部基幹集落センター 5/23㈬
▽室岡公民館 5/24 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 5 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの
力で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問（☎42・3301）

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　
問０９０・３３２０・２１９６／
やめっこ未来館（☎ 24・8814）

５
月
３
日
㈷

吉山クリニック 稲富 30・2200
矢部診療所 矢部村 47・2700
有吉歯科クリニック 筑後市 0942・27・9844
やすなが歯科医院 吉田 23・0100

５
月
４
日
㈷

三浦医院（皮膚科） 東京町 23・3928
耳納高原病院 星野村 52・3135
やました歯科医院 広川町 0942・52・3819
松山歯科医院 納楚 24・1234

５
月
５
日
㈷

よしだ胃腸内科クリニック 室岡 23・3806
今村循環器内科 黒木町 33・2115
野田歯科医院 筑後市 0942・53・4187
柴田歯科医院 納楚 24・3400

５
月
６
日
㈰

草場内科循環器科 納楚 23・5171
原　医院 黒木町 42・0336
内藤歯科医院 黒木町 42・4086
吉田眼科医院 筑後市 0942・54・1888

５
月
13
日
㈰

三浦医院（皮膚科） 東京町 23・3928
角整形外科医院 黒木町 33・2121
たなか歯科クリニック 筑後市 0942・48・4184

５
月
20
日
㈰

よしだ胃腸内科クリニック 室岡 23・3806
冨田医院 黒木町 42・0173
ふじわら歯科医院 筑後市 0942・52・4067

５
月
27
日
㈰

草場内科循環器科 納楚 23・5171
山口医院 星野村 52・3131
むらかみ歯科・小児医院 筑後市 0942・52・5290

5月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので電話で確認してください。✚
▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131
柳　病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市） 0942・53・7511
▼夜間小児救急医療受付（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）
［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）
▼日祝日小児救急医療受付（9:00 ～ 14:30）

【5月】3㈷・4㈷・6㈰・20㈰
　　　公立八女総合病院 （23・4131）

【5月】5㈷・13㈰・27㈰
　　　筑後市立病院 （0942・53・7511）
▼県小児救急医療電話相談（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000

【休日当番薬局】日曜日、祝日に開いている薬局を、
八女筑後薬剤師会のホームページ（http://ycpa.
info）で確認することができます。

在宅医当番  4 月29日㈷ 江崎耳鼻咽喉科医院（筑後市）0942・53・2347
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（全席自由) 一般 2,000 円   高校生以下 1,000 円

おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/

おりなす八女   イベント情報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

4 /21 ㈯ 第35回 ～ 春の発表会 ～
UGE スプリングコンサート はちひめ 18:30 無料 UGE 八女ギター

室内合奏団（野田）22・4033

4 /28 ㈯ クリエーターズマーケット in 八女
手作り雑貨販売、ワークショップ

はちひめ
桜カフェ

11:00～
18:00 無料 クリエーターズマー

ケット（事務局）
090・
7291・6495

4 /29 ㈰
JOYFUL !  コンサート
エレクトーン＆ピアノ
～様々なジャンルから名曲を集めました

はちひめ 14:00
（全席自由）一般 1,000 円／学生
（小～高）800 円／親子ペア券（未就

学児）1,500円（当日各 500円増）

（ 柿 添）090・
（ 荒 川）090・

3883・1912
3072・0841

5/19 ㈯ マイラス ーモンゴルの風に吹かれてー
馬頭琴・ホーミー コンサート はちひめ 14:00 （全席自由）一般 2,500 円（当日

500円増）／小学生以下1,000 円
日本・モンゴル文化
交流協会（マイラス）

090・
8839・8728

4 月・5 月 イベント情報

ハーモニーホール１4:00 開演

主催：同校吹奏楽部／八女学院保護者後援会
お問合せ：八女学院中学・高等学校 ( 担当：髙山)  ☎23・5111

5/13(日)

5 /20(日)

（全席自由) 一般 800 円
高校生以下 500 円ハーモニーホール

１3:30開演

主催：同校吹奏楽部／同校吹奏楽部 O B 会
5/12(土) 公開ゲネプロ 入場無料（入場整理券要）

5 /6 (日)

シャンソン
リサイタル

関 雅子

いのちを見つめて

第15回 八女ベーゼンドルファー音楽祭「春」
北部九州大水害〈朝倉・東峰村復興支援〉

友の会 2,500 円                                             

ハーモニーホール１5:00開演
（ 全席自由 )                                               チケット発売中一般 3,000 円                                              

小学生以下無料（ただし大人が同伴)
中高生 1,000円

主催・お問合せ : NPO 法人八女ベーゼンドルファー音楽祭
プロジェクト ☎ 080・8580・1740（事務局）

デュオリサイタル石坂団十郎　小菅優

6 /10(日)
（全席指定) 

１5:00開演
一般3,500円                                                                                         友の会3,000円                                                                                         高校生以下1,000円                                              

シューマン

ベートーヴェン

アダージョとアレグロ Op. 70

チェロソナタ Op. 5-1
チェロソナタ Op. 102-1

おとぎの絵本 Op. 113
幻想小曲集 Op. 73

＜プログラム＞

ハーモニーホール

（ピアノ）

（ヴァイオリン）
（ピアノ）
（ピアノ）
（ヴォーカル）
（ヴォーカル）

（チェロ）

C MarcoBorggreve

ライブ2018永井龍雲

＆

6 /2 (土)
はちひめホール（全席自由) 
１7:00開演

一般 4,000 円                                              
（当日 各500円増）

友の会 3,500 円                                             

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

 チケット発売中

チケット発売中

◆出演
早稲田桜子
安藤由布樹
緒方 公治
西村 和真
梁井かおる

7/16 ベルリン・フィルハーモニー弦楽五重奏団との同時購入特割有

当日、入場整理券を 14 時から配布します

八女学院マーチン
グバンドと

プロジャズビッグ
バンドとのコラボ

レーション!!



　
２
月
23
日
㈮
、
九
州
芸
文
館
館
長

で
彫
刻
家
の
津
留
誠
一
氏
を
お
招
き

し
、美
術
館
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

幼
少
期
よ
り
才
能
を
開
花
さ
せ
た
画

家
の
背
景
に
つ
い
て
「
廣
助
を
育
ん
だ

八
女
の
文
化
力
」
と
題
し
、　
八
女
の

風
土
に
加
え
、
明
治
時
代
に
華
々
し
く

活
躍
し
た
洋
画
家
・
青
木
繁
や
坂
本

繁
二
郎
ら
の
活
躍
ぶ
り
に
大
き
く
影
響

を
受
け
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
数
々
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
八
女
地

方
の
人
々
は
、
当
時
か
ら
と
り
わ
け
文

化
や
芸
術
分
野
に
理
解
が
深
か
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
芸
術
家
の
活
動
に
は
お

お
ら
か
で
、
制
作
に
も
寛
容
で
あ
っ
た

側
面
が
あ
る
と
の
見
方
を
示
さ
れ
ま
し

た
。
講
演
終
了
後
は
、
常
設
展
示
室
に

て
実
際
の
作
品
を
前
に
、
対
象
と
な
る

山
々
な
ど
の
配
置
や
構
図
、
筆
使
い
な

ど
の
技
法
に
つ
い
て
も
て
い
ね
い
に
解

説
が
あ
り
ま
し

た
。
美
術
館
で

は
、
魅
力
あ
る

講
演
会
を
引
き

続
き
計
画
し
て

い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

⃝

開
館 

９
時
～
17
時
15
分〈
入
館
は
17
時
ま
で
〉
※

月
曜
休
館〈
祝
日
の
場
合
は
翌
日
〉
⃝
入
館
無
料

「
田
崎
廣
助
美
術
館
」へ

行
っ
て
み
よ
う
！
㉑

（
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
内 

☎
２
４・８
３
０
４
）

廣
助
を
育
ん
だ
八
女
の
文
化
力

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています広報八女 2018［平成30年］4月15日号

◎黄色いワッペン
　3 月19日㈪、生命保険
会社４社（損保ジャパン
日本興亜、みずほフィナン
シャルグループ、明治安
田生命、第一生命）から
新小学１年生に交通事故

傷害保険付の黄色いワッペンが贈られました。これは子ど
もたちの通学安全を保護者やドライバーに呼びかけるもの
で、万が一、登下校中事故に遭い死亡または後遺障害が残っ
た場合は保険金が支払われます。

◎図書カード
　八女ライオンズクラブ

（山口茂春会長）から、市
内小学校（旧八女市・立
花町）に図書カードをいた
だきました。山口会長は、

「図書カードは、八女市を
支えていく子どもたちのために活用いただきたい。本クラブ
は結成 60 周年を迎えましたが、今後も福祉や協働のまちづ
くりなど、地域とともに活動していきたい」と話されました。

認知症の方を地域で見守る

自然観察会を実施

八女市の未来を担う子どもたちのために

　
上
陽
町
上
横
山
の
八
女
市
研
修
セ
ン

タ
ー
で
３
月
13
日
㈫
、
八
女
市
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
上
横
山
地
区
の
高
齢
化
率
は
現

在
52
％
で
、
地
区
の
集
落
の
多
く
で
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
認
知
症
と
い
う
病

気
を
知
る
こ
と
や
認
知
症
の
方
へ
の
対
応

の
仕
方
を
学
ぶ
こ
と
で
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
生
活
で
き
る
よ

う
な
地
域
を
作
っ
て
い
こ
う
と
当
日
は
75

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
約
９
割
の
方
が
こ
の
講

座
は
、「
役
に
立
つ
」、「
認
知
症
へ
の
理
解

が
で
き
た
」と
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

オオキンケイギクの葉

　

５
～
７
月
頃
に
か
け
て
、
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
を
つ
け

る
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
。
九
州
各
地
の
道
端
や
河
原
な
ど

で
よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
自
宅
の
庭
や
花
壇
に
植
え
て
は

絶
対
に
い
け
ま
せ
ん
。
日
本
の
生
態
系
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
植
物
と
し
て
、
外
来
生
物
法
に
よ
る

「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
さ
れ
、
栽
培
、
運
搬
、
販
売
、

野
外
に
放
つ
こ
と
な
ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
処
理
す
る
時
の
注
意
】
根
か
ら
引
き
抜
い
た
も
の
を
２

～
３
日
、
天
日
に
さ
ら
し
て
枯
死
さ
せ
る
等
し
た
後
、
燃

え
る
ご
み
と
し
て
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。
種
子
を
付
け

る
前
に
駆
除
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課
（
☎
２
３
・
１
４
６
２
）

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
見
か
け
た
ら
駆
除

オオキンケイギクの花

注意！
【花の特徴】▽黄色のコスモスに似
た形状で直径５～７㎝程の頭状花

（茎の先端に１つの花をつける）▽
花びらの色は黄橙色で、花の中央
部（管状花）も同じ色をしている▽
花びらの先端には不規則に４～５つ
のぎざぎざがある。

【葉の特徴】▽細長いへら状をして
おり、一番幅があ
る部分の幅は１㎝
程度 ▽葉の両面に
は荒い毛が生えて
おり、葉の周囲は
なめらか（鋸葉が
ない）▽花が似て
いる植物の多くは、
葉が針のように細
かったり、複雑な
切れ込みをしてい
たりするため、見
分けがつきやすい。

　南筑後地域環境協議会で
は 3 月17日㈯、ふしぎいっぱ
い自然探検隊を岩戸山古墳周
辺で開催しました。史跡内に
自生する植物等を観察してい
る小学生を高校生がサポート
しながら熱心に耳を傾けまし
た。どんぐりや木々を利用して
工作づくりも楽しみました。




